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biopsy　from　January　l998　to　December　 2004.　 Mean　 age　of　subjects　was　71.3　years(rangc,52-93
ycars).　Prostate　biopsy　was　perfbrmed　modi丘ed　Eskews　systematic　5-region　prostate　biopsy(12core).




















対 象 と方 法
対象は,1998年1月か ら2004年12月までの7年 間
に,当科と遠軽厚生病院泌尿器科において,腰椎麻酔
下で超音波 ガイ ド下経直腸的前立腺生検の際,膀 胱鏡
を施行 した458例と した.平 均 年齢 は71.3歳(52～93
歳)で,泌 尿 器科 受診 の契機 は,主 にPSAの 高値 や
頻尿や排尿困難 な どの下部尿路症状で あった.生 検方
法 は,Eskewl)らの5-region　prostate　biopsyの変 法
で,12箇所 生検 と した.平 均PSA値 は54.5(0。5～
1,685)ng/mlで,　PSA中央値 は8.5　ng/mlであ った
(PSA測定 キ ッ ト:ア キシムPSA　 ダイ ナパ ック.ダ
イ ナ ボ ッ ト社,正 常 値4.　0　ng/ml以下　Tandcm-R
PSA,　Hybritech社,正常値4.Ong/ml以下).統 計学
的処理 は,Fisherの直接確 率法 を使用 し,　p<0.05で
統計学的有意差 あ りと判定 した.
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Table　l.膀胱鏡検査における異常所見







































































胱鏡検査で何 らかの異常所見が発見 され,適 切 に検
査 ・治療が行われた.
　前立腺生検の際の膀胱鏡異常所見は,70歳代で21例
と,最 も多 く検出された.一 方,90歳代では1例 と最
も少なかった.異常所見の検出率は,年 齢が増えるに
つれて増加する傾向を示 した.た だ し,90歳代では母
数が少 ない ため,か な り高い傾 向を示 した(Tablc
2),
　Table　3に示す ように偶然発見膀胱癌 は11例で,平



















　 　 年 齢(歳)
年 齢(歳)　 50-59　60-69　70-79　80-89　90--99
検 出率 　 　 　 8.3　　 8.9　　 9.2　　 10.2　 50.0
Table　3.膀胱鏡検査で偶然に発見された膀胱癌一覧

















































































法を行い.5例 は経過観察 とした.2例 で再発を認
め,1例 はpTa症例で,2年 後に腎孟再発 にて腎尿




















糖 者 鴛蔚 全症例数 膀胱癌症例数 聯
石 田3)　　 　 2001
山 田2)　　 　 2004
0kazaki4)　　　2004

































　 A期 　 　 　 　 　 　 O
　 B期 　　　　　　　　ll9(60.6)
　 C期 　 　 　 　 　 　 36(18.4)










































ている4'6'8)その理由 として,① この2つ の癌 にお
いて,ras・myc・c-erb-B発癌遺伝子 と,　p53・RB
nm23癌抑制遺伝子の欠如が,発 癌 に関与 している,
②前立腺癌の大部分に発現 している前立腺の幹細胞抗
原が,ヒ トの膀胱尿路上皮癌にも過剰発現 しているた
めと述べ られている.し かし,Okazakiら4)の報告 に
よると,前立腺癌患者175名の膀胱癌合併率は2.3%に
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対 して,前 立腺 肥 大 症患 者323名の膀 胱 癌合 併 率 は
2.5%と,両群 間に差 を認 め なか った と述べ てい る.
今 回のわれわれの検討 において も,前 立腺癌の膀胱癌
合併 率 は2.5%で,前 立腺 肥 大 症 の膀 胱 癌合 併 率 は
2.3%で,統計学 的 に も両 群間 に有 意差 を認 めなか っ
た.し たが って,前 立腺癌 の存在 は膀胱癌発生の リス
クフ ァク ターにはな らない と考 え られる.
　 Tsukumaら5)は,日本 人男性 の偶 然発 見膀 胱癌 は
0.Ol6%であったと述べてい る(60歳代 では0.054%,
70歳代 では0.081%).単純 な比較 は難 しいが,当 科の
偶然 発見膀胱 癌は,一 般人口 と比べ る と約150倍高 く,
生検 の際 に偶然膀 胱鏡検査 で見 つかる膀胱癌 は,非 常
に高率であ るとい える.し たがって,臨 床 的には潜在
性の膀胱癌が多 く存在 している可 能性が ある と思 われ
る5)前 立腺癌患者 の生存率 は他 の癌の並存 によ り低
下 しない とい われ てい る.そ の理由 として,多 重癌 に
おける前立腺癌 の方が,前 立腺 癌単独群 よりlow　stagc
である傾 向 を示す ためである と述べ ている6).多重癌
群(前 立腺癌 と他 の癌)に おいては,他 の癌 で死亡す
る割 合 が2倍 程 前 立 腺癌 死 よ り高 い と も述 べ て い
る6)　2つ の異 な る癌(double　cancer)が存在 す る場
合,そ の予 後 は2番 目に出現 した癌(second　malig-
nancy)によるため,① 早期 にsecond　malignancyを見
つ ける,② 最 初 に見 つか った癌(first　cancer)の適切
な治療 を行 うことで予後 の改善 を得 られ る可能性 があ
る と報告 してお り6),second　malignancyの早 期 ス ク
リーニングが非常 に重 要である と考 え られ る.今 回の
検 討 で は 丘rst　cancerが前 立 腺 癌 で,　second　malig-
nancyが膀胱癌 とす る と,前 立腺癌 と膀胱癌の多重癌
は,と もにlow　stageであ るこ とが 多かった,　Sccond
malignancyに相 当す る膀胱 癌 はll例すべ てがpTl
G2以 下で転移 を認 めず,　Kawakamiら6)の報告 と同
様,早 期 の癌 で,膀 胱癌 を適切 に治療 されたこ とにな
る.こ のこ とか らも前立腺生検 時 における膀胱鏡検査
の重要性 が示唆 される結果 となった.
　 外 来での 日帰 り前立腺生検 を施行 する施設 が増 えて
きてい る7)泌 尿 器科外 来での膀胱鏡検査 は従 来,硬
性 膀胱 鏡 で行 われ て きた.最 近,軟 性 膀胱 鏡が 登場
し,外 来での硬性膀胱鏡 による肉体的苦痛,心 理 的負
担 を軽減するこ とが可 能 となってきてい る.今 回の検
討で は,前 立腺 生検 の際 に9。3%と高率 に膀 胱鏡検査
で異常所 見 を認め,膀 胱癌 につ いて は全例顕微鏡 的血
尿 を認めなかったこ とを考慮す る と,外 来での 日帰 り





れ,こ れらは全例術前検査では異常所見 として検 出さ
れなかった.ま た,偶 然発見された膀胱癌はすべて早
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